
①Ｕ字にしたウキ止め糸に道糸を重ねる。
　ウキ止め糸の両端を道糸の上から通し、
　できた輪に通す

道糸

ウキ止め糸ウキ止め糸の結び方

②ウキ止め糸を重ね、
道糸を巻き込むよう
にしてできた輪に端
糸を通す（ハーフヒ
ッチ）

③ハーフヒッチを３～４
回ほど繰り返して締め
込み、余分な端糸をカ
ット

カケアガリなどの地形
変化につくチヌの他、
沖めにある潮流の変
化が狙い目となる青
物・グレ・マダイなど
を狙うには遠投可能
なウキ釣りスタイルが
有効です。ここでは
大物を想定したパター
ンを紹介しますが、
全体的にライトな仕様
にすればメバルやアジ
なども狙えます。
主なターゲット…青
物・マダイ・チヌ・グ
レなど

②ウキ釣り
スタイル

メバルやアジを
狙うなら…

右記のシステムを以下の
ようにライトな仕様にか
えるとメバルやアジが狙
えます。
道糸３号、サビキカゴや
天秤つきドンブリカゴ10
号前後、ハリス２号、グ
レバリ５～６号（刺し餌
の刺しアミを刺せるサイ
ズ）。ハリス以下に遠投
用のサビキ仕掛けをセッ
トすればアジやサバも期
待できます。

道糸：ナイロン４～５号
トラブルが少なくて扱いやすいナイロンが基本です。号数は
ターゲットのサイズや釣り場の地形に応じて４～５号から選
びましょう。青物が見せる疾走に備えて最低でも150㍍はリ
ールに巻いておきたいものです。

ウキ止め
位置をかえることでウキ下の長さ（タナ）を
調整することができます。種類は糸とゴムの
２タイプがありますが、太い道糸を使うカゴ
釣りでは糸タイプを選ぶのがベストです。

シモリ玉
ウキがウキ止めを通過しない
ようにするアイテムです。使
用する道糸の太さに応じてサ
イズを選びましょう。
このシモリ玉の穴はテーパー
状（先細り）になっており、
細い方から道糸を通します。
棒ウキを使う際、ウキの足に
あるカンにシモリペット（シ
モリ玉つきのスナップサルカ
ン）を使うときは不要です。

遠投用のウキ10～15号
撒き餌の有無によって浮き方が大きくかわらないように自
立タイプではない高浮力タイプを用いるのが一般的です。
アタリは明確にでることが多いため感度よりも潮乗りのよ
さ、遠投性や視認性を重視して選択しましょう。視認性を
求めるなら棒ウキ、遠投性や潮乗りのよさを求めるなら中
通しの発泡ウキという基準で選べばよいでしょう。
カラーは視認性のよい蛍光のイエローやオレンジが一般的
ですが、逆光時は黒いカラーが見やすいとされています。

ウキ止めゴム
仕掛け（ハリス部）とウキがか
らまないようにするためのスト
ッパーとしてサルカン（天秤）
からウキの全長＋約５㌢離した
ところにヨウジで止めたゴム管
をセットします。

カゴ釣り用天秤
ブッ込みスタイルと同様にサルカン
にカゴをセットするパターンでもい
いですが、20㌢前後の天秤を用いる
ことで仕掛けと道糸のカラミを抑え
ることができます。天秤つきのカゴ
を用いるときは不要です。

ハリ：伊勢尼８～10号、
グレバリ７～８号、
ブリ・ヒラマサバリ10～12号
強度を備えた万能タイプの伊勢尼
の他、口の小さなグレを狙うなら
グレバリ、パワーのある引きを見
せる青物を狙うならブリ・ヒラマ
サバリを用意しましょう。

ハリス：フロロ３～５号２ヒ　
　ロ

強度面はもちろん、撒き餌との同調
を考えると潮なじみのよいフロロが
最適です。グレ・マダイ・チヌを狙
うなら３号、青物を狙うなら５号が
標準ですが、釣り場回りにシモリや
テトラなどの障害物があるときは１
～２ランク上の号数をセットしまし
ょう。
潮に乗せて仕掛けを流すウキ釣りで
は、ハリスが短いと食いがわるくな
る傾向があるため２ヒ　

　ロ程度の長さを
取りましょう。

オモリつきカゴ８～12号
カゴの下部にオモリを備えたステン
レス製のフタつきタイプや遠投用タ
イプなどのカゴ釣り用を選べば間違
いありません（遠投タイプのほとん
どは、出したい撒き餌の量に応じて
放出口の大きさを手動で調整する必
要がある）。
なお、和歌山県の煙樹ケ浜や七里御
浜では100㍍近い飛距離を求めるこ
とから、あらかじめ天秤が備わった
トラブルの少ない遠投カゴを用いる
ベテランもたくさんいます。

リール：
スピニングリール
4000番
ナイロン４～５号が
150㍍ほど巻けるサ
イズを用意しましょ
う。
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